
JP WO2013/133109 A1 2013.9.12

10

(57)【要約】
　放送されたコンテンツの録画データと、前記コンテン
ツに対応付けてＷＥＢ上に投稿される投稿情報とを取得
する取得部と、前記コンテンツに対応づけて投稿された
前記投稿情報の投稿結果を示す投稿結果情報を表示する
ように表示部を制御する表示制御部と、を備える表示シ
ステム。前記表示制御部は、前記コンテンツが放送され
た時刻に基づく時間情報と、前記コンテンツに対して投
稿された前記投稿情報の投稿タイミングとを対応付けた
投稿対応関係情報に基づき、前記コンテンツについて投
稿された前記投稿情報の投稿結果を、前記投稿結果情報
として表示するようにしても良い。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　放送されたコンテンツの録画データと、前記コンテンツに対応付けてＷＥＢ上に投稿さ
れる投稿情報とを取得する取得部と、
　前記コンテンツに対応づけて投稿された前記投稿情報の投稿結果を示す投稿結果情報を
表示するように表示部を制御する表示制御部と、
　を備えることを特徴とする表示システム。
【請求項２】
　前記表示制御部は、前記コンテンツが放送された時刻に基づく時間情報と、前記コンテ
ンツに対して投稿された前記投稿情報の投稿タイミングとを対応付けた投稿対応関係情報
に基づき、前記コンテンツについて投稿された前記投稿情報の投稿結果を、前記投稿結果
情報として表示することを特徴とする請求項１に記載の表示システム。
【請求項３】
　前記表示制御部は、前記コンテンツに応じて前記投稿情報を分類するための分類情報に
基づき、前記コンテンツについて投稿された前記投稿情報の投稿結果を、前記投稿結果情
報として表示することを特徴とする請求項１あるいは２に記載の表示システム。
【請求項４】
　前記表示制御部は、録画データに基づき前記放送されたコンテンツを出力する場合、前
記投稿対応関係情報に基づき、前記コンテンツが放送されたときに投稿された前記投稿情
報を表示するように前記表示部を制御することを特徴とする請求項１から３のうちいずれ
か一項に記載の表示システム。
【請求項５】
　前記投稿対応関係情報に基づき、前記コンテンツが放送されたときに投稿された前記投
稿情報の投稿状況を解析する解析部をさらに備え、
　前記表示制御部は、前記解析部による解析結果を表示するように前記表示部を制御する
ことを特徴とする請求項２から４のうちいずれか一項に記載の表示システム。
【請求項６】
　前記表示制御部は、前記解析部による解析結果に基づき、前記表示部に表示させる前記
コンテンツのうち少なくとも一部を選択し、前記表示部に表示させることを特徴とする請
求項５に記載の表示システム。
【請求項７】
　前記解析部は、前記投稿情報に基づき、単位時間当たりの投稿数、投稿者の属性、およ
び、投稿内容のうち少なくも１つを示す投稿状況情報を取得し、取得された前記投稿状況
情報に基づき、前記投稿情報の投稿状況の盛り上がりを示す指標を前記解析結果として前
記表示制御部に出力することを特徴とする請求項５あるいは６に記載の表示システム。
【請求項８】
　前記表示制御部は、前記解析部による解析結果を前記投稿結果情報に関連付けた情報を
表示するように前記表示部を制御することを特徴とする請求項５から７のうちいずれか一
項に記載の表示システム。
【請求項９】
　放送されたコンテンツの録画データと、前記コンテンツに対応付けてＷＥＢ上に投稿さ
れる投稿情報とを取得する取得部と、
　前記コンテンツに対応づけて投稿された前記投稿情報の投稿結果を示す投稿結果情報を
表示するように表示部を制御する表示制御部と、
　を備えることを特徴とする表示装置。
【請求項１０】
　放送されたコンテンツに対応づけて投稿された投稿情報の投稿結果を集計し、
　集計した前記投稿結果を示す投稿結果情報を表示することを特徴とする表示方法。
【請求項１１】
　コンピュータを、
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　放送されたコンテンツの録画データと、前記コンテンツに対応付けてＷＥＢ上に投稿さ
れる投稿情報とを取得する取得手段、
　前記コンテンツに対応付けて投稿された前記投稿情報の投稿結果を示す投稿結果情報を
表示するように表示手段を制御する表示制御手段、
　として機能させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示システム、表示装置、表示方法、およびプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、スマートフォンやタブレット型端末等の携帯端末が普及している。この携帯端末
として、テレビの放送波を受信する機能や、インターネット接続をする機能を搭載したも
のがある（例えば、特許文献１参照）。
　ユーザは、この携帯端末を用いて、テレビや音楽等のコンテンツの閲覧や視聴をするこ
とができる。
　また、ユーザは、ツイッター（登録商標）やフェイスブック（登録商標）等のソーシャ
ルネットワーキングサービスを利用して、画像やテキストデータを投稿することにより、
ＷＥＢ上において最近の状況を共有したり、今思ったことを共有している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－２７３０６０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、既に放送された膨大な量のコンテンツから、ユーザが所望のコンテンツ
を選ぶ場合、選択のための指針が提供されておらず、ユーザが所望のコンテンツを簡単に
選ぶことができない問題があった。
　また、番組名や出演者等の情報がコンテンツを選択するための情報として提供されてい
る場合があるが、この情報だけでは、放送されたコンテンツが放送時に人気があったかど
うかなどわからず、インターネット等を利用して、他の関連情報を検索する作業が生じて
いた。
【０００５】
　本発明は、上記の課題を解決することができる表示システム、表示装置、表示方法、お
よびプログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この発明は上述した課題を解決するためになされたもので、本発明は、放送されたコン
テンツの録画データと、前記コンテンツに対応付けてＷＥＢ上に投稿される投稿情報とを
取得する取得部と、前記コンテンツに対応づけて投稿された前記投稿情報の投稿結果を示
す投稿結果情報を表示するように表示部を制御する表示制御部とを備える表示システムを
提供する。
【０００７】
　本発明はまた、放送されたコンテンツの録画データと、前記コンテンツに対応付けてＷ
ＥＢ上に投稿される投稿情報とを取得する取得部と、前記コンテンツに対応づけて投稿さ
れた前記投稿情報の投稿結果を示す投稿結果情報を表示するように表示部を制御する表示
制御部とを備える表示装置も提供する。
【０００８】
　本発明はまた、放送されたコンテンツに対応付けて投稿された投稿情報の投稿結果を集
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計し、集計した前記投稿結果を示す投稿結果情報を表示する表示方法も提供する。
【０００９】
　本発明はまた、コンピュータを、放送されたコンテンツの録画データと、前記コンテン
ツに対応付けてＷＥＢ上に投稿される投稿情報とを取得する取得手段、前記コンテンツに
対応づけて投稿された前記投稿情報の投稿結果を示す投稿結果情報を表示するように表示
手段を制御する表示制御手段、として機能させるためのプログラムも提供する。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、既に放送されたコンテンツから、ユーザが、所望のコンテンツを簡単
に選ぶことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の一実施形態に係る表示システムの概略構成の一例を示す図である。
【図２】本発明の一実施形態に係る表示装置（携帯端末）の構成の一例を示すブロック図
である。
【図３】本発明の一実施形態に係る表示装置（携帯端末）の表示部に表示される表示画面
の一例を示す図である。
【図４】本発明の一実施形態に係るサーバの構成の一例を示すブロック図である。
【図５】本発明の一実施形態に係るコンテンツ放送情報テーブルの一例を示す図である。
【図６】本発明の一実施形態に係るユーザ属性情報テーブルの一例を示す図である。
【図７】本発明の一実施形態に係る投稿情報テーブルの一例を示す図である。
【図８】本発明の一実施形態に係る投稿結果情報の表示例を示す図である。
【図９Ａ】本発明の一実施形態に係る解析結果情報の表示例を示す図である。
【図９Ｂ】同様に、本発明の一実施形態に係る解析結果情報の表示例を示す図である。
【図１０】本発明の一実施形態に係る投稿情報の登録方法の一例を説明するためのフロー
チャートである。
【図１１】本発明の一実施形態に係る表示方法の一例を説明するためのフローチャートで
ある。
【図１２】同様に、同表示方法の一例を説明するためのフローチャートである。
【図１３】本発明の一実施形態に係る表示方法の他の例を説明するためのフローチャート
である。
【図１４】本発明の一実施形態に係る解析結果情報の表示例を示す図である。
【図１５】同様に、本発明の一実施形態に係る解析結果情報の表示例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
［第１実施形態］
　以下、図面を参照して本発明の一実施形態について説明する。図１は、本発明の一実施
形態に係る情報処理システムの概要を示す図である。
　本実施形態は、本発明に係る情報処理装置として携帯端末１を適用した場合を例示した
ものである。図１は、この携帯端末１が利用可能な通信ネットワークシステムを示した概
略図である。
　しかし、本発明はこれに限られず、情報処理装置は、スマートフォン、携帯ゲーム機、
ＰＤＡ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ Ｄｉｇｉｔａｌ Ａｓｓｉｓｔａｎｔ）、タブレット型ＰＣ（
Ｐｅｒｓｏｎａｌ Ｃｏｍｐｕｔｅｒ）、あるいは、ノート型ＰＣ等であってもよい。
　携帯端末１には、例えば、通話機能、電子メール機能、インターネット接続機能（Ｗｅ
ｂアクセス機能）、デジタルテレビ放送（例えば、ワンセグ地上デジタルテレビ放送）を
受信して視聴が可能なテレビ機能や、録画機能などが備えられている。録画機能は、テレ
ビ放送などで受信したコンテンツを録画（録音を含む、以下、同様）する機能であって、
録画に限らず、録音を行うコンテンツ記録機能も含む。
【００１３】
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　携帯端末１は、最寄りの基地局２Ａと交換機２Ｂとを介して、無線通信網（移動体通信
網）２に接続されると、この無線通信網２を介して他の携帯端末１´との間で通話可能な
状態となる。
　また、携帯端末１は、無線通信網２を介してインターネット３に接続されると、Ｗｅｂ
サイトにアクセスして閲覧可能である。
　さらに、携帯端末１は、動画、静止画、音楽、ニュース、音楽などのマルチメディアの
コンテンツデータを、インターネット３、無線通信網２を介してサーバ４からダウンロー
ドしながら同時に再生するストリーミングも可能である。
【００１４】
　また、携帯端末１は、テレビ局５から送信アンテナ６を介して発信された地上波デジタ
ル放送のコンテンツデータを受信する。なお、携帯端末１は、インターネットラジオのよ
うに無線通信網２とインターネット３を介してサーバ４からデジタル放送をダウンロード
受信したりすることもできる。
　このように携帯端末１は、テレビ機能などを介して放送されるコンテンツデータを受信
したり、インターネット接続機能を介してストリーミング用コンテンツデータをダウンロ
ード受信したりすることができるようになっている。
　その他に、着脱自在な可搬型メモリカードなどの記録メディア７から各種コンテンツを
取得したり、Bluetooth（登録商標）通信、赤外線通信などの近距離通信を介して他の携
帯端末１´などの外部機器８から各種のコンテンツデータを取得したりすることができる
ようになっている。
【００１５】
　図２は、携帯端末１の基本的な構成要素を示したブロック図である。
　携帯端末１は、タッチパネル１０１と、制御部１０２と、記憶部１０３と、アンテナ１
０４と、テレビ放送受信部１０５と、通信部１０６と、タイマー１０７と、スピーカーＳ
Ｋとを備える。
【００１６】
　タッチパネル１０１は、操作部１１１と表示部１１２とを含む。
　操作部１１１は、ユーザからの操作を受け付けるセンサーを備え、センサーによる検出
結果を制御部１０２に出力する。本実施形態において、操作部１１１は、操作画面に接触
するユーザの指の接触位置を、一定の時間間隔ごとに、センサーにより検出し、このセン
サーの検出結果を出力する。
　なお、本発明はこれに限られず、例えば、操作画面に近接するユーザの指や操作指示手
段等の位置を非接触センサーにより検出するものであってもよい。
　表示部１１２は、制御部１０２の制御に応じた表示内容を表示する。本実施形態におい
て、表示部１１２は、タッチパネル１０１として操作部１１１とともに一体的に設けられ
ており、操作部１１１が操作を受け付ける際の操作画面を表示する。なお、この表示部１
１２は、出力部として機能する。
【００１７】
　制御部１０２は、記憶部１０３に格納されている各種情報を読み出し、携帯端末１を統
括的に制御する。この制御部１０２は、操作内容判定部１２１と、出力制御部（表示制御
部）１２２と、放送データ制御部１２３と、音信号処理部１２４と、登録部１２５と、投
稿部１２６と、集計部１２７と、解析部１２８とを備える。
【００１８】
　操作内容判定部１２１は、操作部１１１からの出力に基づき、操作部１１１が受け付け
た操作内容を判定する。例えば、操作内容判定部１２１は、操作部１１１の検出結果が示
すユーザの指の接触位置および接触時間から、ユーザの指の動きを判定する。また、操作
内容判定部１２１は、判定したユーザの指の動きと、当該操作を受け付けた際に表示部１
１２に表示されている画像との位置関係に基づき、判定したユーザの指の動きが示す操作
内容を判定する。
　例えば、操作内容判定部１２１は、表示画面のアイコン部分やテキスト部分にユーザの
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指が接触する操作を操作部１１１が検出した場合、その操作がタッチ操作であると判定す
る。また、操作内容判定部１２１は、タッチ操作によりアイコン部分や所定の操作領域が
指示されている状態のまま、指が移動する操作を操作部１１１が検出した場合、その操作
がスライド操作であると判定する。
　また、操作内容判定部１２１は、タイマー１０７によって計時される時間情報に基づき
、操作部１１１が受け付けた操作内容を判定する。
【００１９】
　さらに、操作内容判定部１２１は、判定結果に基づき、操作内容に応じた表示内容を表
示するよう出力制御部１２２に指示するものであってもよい。
　例えば、操作内容がタッチ操作であると判定した場合、操作内容判定部１２１は、ユー
ザの指が接触した位置を示すアイコン画像を操作画面に重畳して表示するよう出力制御部
１２２を制御する。本実施形態において、操作内容判定部１２１は、指が接触した部分に
接触位置を示す指アイコンを表示するものであってもよい。
【００２０】
　出力制御部１２２は、操作内容判定部１２１による判定結果が示す操作内容に基づき、
表示部１１２に画像を表示させる制御や、スピーカーＳＫから音を出力させる制御を実行
する。本実施形態において、出力制御部１２２は、コンテンツデータに基づきコンテンツ
を表示部１１２のコンテンツ画面に表示させるコンテンツ画面表示処理と、ＷＥＢ上に投
稿される投稿情報に関連する情報を表示部１１２の投稿画面に表示させる投稿画面表示処
理とを実行する。
　投稿される投稿情報に関連する情報とは、投稿情報そのものや、コンテンツが放送され
た時間帯に投稿された投稿情報の投稿結果を示す投稿結果情報、および、コンテンツが放
送された時間帯に投稿された投稿情報の投稿状況を示す解析結果情報とを含む。
【００２１】
　なお、出力制御部１２２は、ユーザによって指定された設定に応じて、コンテンツ表示
画面と投稿画面とを、一画面に並べて表示させる同時表示モードと、いずれか一方の画面
を表示部１１２の画面全体に表示させる単独表示モードとを切り替えることができる。具
体的に説明すると、ユーザによって、同時表示モードあるいは単独表示モードのいずれか
の設定が指定された場合、出力制御部１２２は、指定されたモードに従って、表示部１１
２に表示させる画面を切り替える。
　また、操作部１１１に対して録画したコンテンツを出力する操作が入力された場合、出
力制御部１２２は、指定されたコンテンツデータを記憶部１０３から読み出し、読み出し
たコンテンツデータに基づく画像を表示部１１２に表示し、あるいは、コンテンツデータ
に基づく音をスピーカーＳＫから出力させるよう制御する。
【００２２】
　放送データ制御部１２３は、受信したコンテンツデータをリアルタイムで表示すること
が設定されている場合（リアルタイムモード）、テレビ放送受信部１０５から入力するデ
ジタル変調されたコンテンツデータに基づき、コンテンツデータを表示部１１２に表示す
るよう、出力制御部１２２を制御する。
　また、受信したコンテンツデータを記憶部１０３に格納してその後表示することが設定
されている場合（録画モード）、放送データ制御部１２３は、テレビ放送受信部１０５か
ら入力するデジタル変調されたコンテンツデータを記憶部１０３に格納するように制御す
る。
　音信号処理部１２４は、出力制御部１２２によって復調された受信ベースバンド信号が
入力されると、当該受信ベースバンド信号に基づき、スピーカーＳＰから音を出力させる
。
　登録部１２５は、通信部１０６を介して受信した情報や放送データ制御部１２３から入
力するコンテンツデータを記憶部１０３に格納する。
　投稿部１２６は、投稿情報をＷＥＢ上に投稿する。
　集計部１２７は、サーバ４から受信した投稿情報に基づき、コンテンツが放送された時
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間帯に投稿された投稿情報を集計し、集計した投稿結果を示す投稿結果情報を出力制御部
１２２に出力する。
　解析部１２８は、サーバ４から受信した投稿情報に基づき、投稿状況を解析する。この
解析部１２８は、解析結果として、コンテンツが放送された時間帯に投稿された投稿情報
の投稿状況を示す解析結果情報を出力する。
【００２３】
　記憶部１０３は、携帯端末１の処理に用いる種々の情報を記憶する。この記憶部１０３
は、例えば、プログラム記憶領域１３１と、一時記憶領域１３２と、コンテンツ記憶領域
１３３と、投稿情報記憶領域１３４を含む。
　なお、記憶部１０３は、例えば、ＳＤカード、ＩＣカードなど、着脱自在な可搬型メモ
リ（記録メディア）を含む構成であってもよく、図示しない所定の外部サーバ上にあって
もよい。
【００２４】
　プログラム記憶領域１３１は、ユーザから入力される操作に応じて本実施形態を実現す
るためのプログラムや各種のアプリケーションなどを記憶する記憶領域である。
　一時記憶領域１３２は、携帯端末１が動作するために必要な各種の情報を一時的に記憶
するワーク領域である。
　コンテンツ記憶領域１３３は、コンテンツデータを記憶する記憶領域であって、例えば
、テレビ放送受信部１０５が受信したテレビ放送のコンテンツデータを記憶する記憶領域
である。このコンテンツ記憶領域１３３には、例えば、録画が設定されていた番組のコン
テンツデータや、ネットワーク上のサーバからダウンロードされたコンテンツデータ等が
格納されている。
　なお、このコンテンツ記憶領域１３３には、コンテンツデータとともに受信したコンテ
ンＩＤと、コンテンツの属性を示すコンテンツ関連情報とが記憶されている。コンテンツ
ＩＤとは、各コンテンツに割り当てられた固有の識別情報である。コンテンツ関連情報に
は、例えば、当該コンテンツである番組を放送しているテレビ局の名前や、テレビ番組内
容を示す情報（出演者名、ジャンル名等）が含まれる。
　投稿情報記憶領域１３４は、ＷＥＢ上に投稿される投稿情報等の投稿に関する情報を格
納する記憶領域である。この投稿情報記憶領域１３４には、サーバ４から受信する情報に
基づき、コンテンツ内の再生位置と、コンテンツが放送されているときに投稿された投稿
情報の投稿タイミングとを対応付けた情報が記録される。
【００２５】
　アンテナ１０４は、テレビ放送用に決められた周波数の電波を受信し、受信した電波の
アナログ信号をテレビ放送受信部１０５に出力する。
　テレビ放送受信部１０５は、アンテナ１０４を介してテレビ機能を構成するもので、携
帯端末向けのワンセグ地上波デジタルテレビ放送のコンテンツデータのほか、コンテンツ
の内容に関連する情報（コンテンツ関連情報）や電子番組表（ＥＰＧ（Electronic Progr
am Guide）情報）などの番組情報も含めて受信する。
　このテレビ放送受信部１０５は、テレビ用のアンテナ１０４によって受信したテレビ放
送データの中から予め選局されているチャンネルの放送データを抽出するアナログ回路部
と、放送データに対してデジタル変調するデジタル回路部とを備える。
　このデジタル回路部は、例えば、受信した放送データをＯＦＤＭ（直交周波数分割多重
）復調したり、多重化されている放送データから映像、音声、データ（文字データ）を分
離して復号化したり、圧縮データの解凍などを行う。
【００２６】
　通信部１０６は、基地局２Ａと交換機２Ｂを介して、無線通信網２やインターネット３
と接続される。この通信部１０６は、例えば、インターネット３を介して、サーバ４から
送信される投稿情報等を受信する。
　タイマー１０７は、現在の日時（日にちと時刻）を計時し、計時した日時情報を出力す
る。
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【００２７】
　次に、図３を参照して、タッチパネル１０１の表示部１１２に表示される画面の一例に
ついて説明する。図３は、コンテンツ表示画面を表示するコンテンツ表示領域１０１０と
投稿画面を表示する投稿情報表示領域１０２０を同時に表示する画面の一例を示す図であ
る。
　図３に示す通り、例えば、表示部１１２の画面全体を半分に分割して、一方（コンテン
ツ表示領域１０１０）には、コンテンツ表示画面を表示し、他方（投稿情報表示領域１０
２０）には、投稿画面を表示する。
　この図３に示す例では、野球中継の番組をコンテンツ表示領域１０１０に表示するとと
もに、この野球中継に関連する投稿情報を投稿情報表示領域１０２０に表示する。ここで
は、ツイッター（登録商標）が提供するサービス内容を投稿情報表示領域１０２０に表示
する例を示す。
　図示の通り、投稿情報表示領域１０２０には、複数の投稿情報が並んで表示されている
。この投稿情報は、投稿時間に応じて時系列に並べて表示されている。
【００２８】
　この投稿情報表示領域１０２０には、投稿情報を入力する入力欄１０２１と、投稿ボタ
ン１０２２が表示されている。この入力欄１０２１と投稿ボタン１０２２は、タッチ操作
やスライド操作を受け付ける操作画面領域である。
　入力欄１０２１がタッチ操作により指定されると、操作内容判定部１２１は、投稿情報
の入力開始を指示する操作を受け付けたことを判定する。また、投稿ボタン１０２２がタ
ッチ操作により指定されると、操作内容判定部１２１は、入力欄に入力された投稿情報を
ツイッター（登録商標）上に投稿する操作を受け付けたことを判定する。
【００２９】
　次に、図４を参照して、サーバ４について説明する。図４は、サーバ４の構成の一例を
示す図である。
　図４に示す通り、サーバ４は、操作部４０１と、通信部４０２と、記憶部４０３と、制
御部４０４と、計時部４０５と、表示部４０６とを備える。
　操作部４０１は、サーバ４の管理者からの操作を受け付け、受け付けた操作を示す操作
信号を出力する。
　通信部４０２は、インターネット３と無線通信網２とを介して携帯端末１と情報の送受
信を行う。
【００３０】
　記憶部４０３は、コンテンツ放送情報テーブル４３１と、ユーザ属性情報テーブル４３
２と、投稿情報テーブル４３３とを備える。
【００３１】
　図５は、コンテンツ放送情報テーブル４３１の一例を示す図である。
　コンテンツ放送情報テーブル４３１は、コンテンツＩＤを示す情報と、放送時間帯を示
す情報と、コンテンツ関連情報とをそれぞれ対応付けて格納するテーブルである。
　このコンテンツとしては、デジタル放送されるテレビ番組の映像と音声や、ラジオや音
楽等の配信される音声などがある。本実施形態においては、コンテンツが、デジタル放送
されるテレビ番組の映像と音声である場合について、以下説明する。
　放送時間帯とは、コンテンツが放送あるいは配信される時間として予め決められている
時間帯をいう。コンテンツ関連情報とは、コンテンツに関連する情報として予め決められ
ている情報をいう。
　コンテンツがテレビ番組の映像と音声である場合、コンテンツ関連情報には、番組名や
、放送局名、出演者名、番組のジャンル名、その他、番組内容に関する情報等が含まれる
。なお、このコンテンツ関連情報は、当該テレビ番組を放送する放送局や製作局等によっ
て予め決められる情報であってもよく、サーバ４の管理者によって決定されるものであっ
てもよい。
【００３２】
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　図６は、ユーザ属性情報テーブル４３２の一例を示す図である。
　ユーザ属性情報テーブル４３２は、投稿者ＩＤを示す情報と、投稿者の性別、年齢、お
よび好きなジャンルを示す情報とをそれぞれ対応づけて格納するテーブルである。
　本実施形態において、投稿者ＩＤは、投稿情報を送信する携帯端末１ごとに割り当てら
れている固有の端末ＩＤである。この投稿者ＩＤのユーザは、例えば、投稿サービスに登
録する際に、投稿者の性別や年齢等の属性情報を登録している。この登録情報を投稿者Ｉ
Ｄに対応付けたテーブルである。
【００３３】
　図７は、投稿情報テーブル４３３の一例を示す図である。
　投稿情報テーブル４３３は、投稿者ＩＤを示す情報と、投稿タイミング（投稿時間）を
示す情報、投稿情報、投稿情報に関連するコンテンツのコンテンツＩＤを示す情報とを、
それぞれ対応づけて格納するテーブルである。
　投稿者ＩＤは、投稿者を特定するための固有の識別情報である。本実施形態において、
投稿者ＩＤは、投稿情報を送信する携帯端末１ごとに割り当てられている固有の端末ＩＤ
である。
　投稿タイミングとは、携帯端末１から投稿情報を受信した日時である。
　投稿情報とは、携帯端末１からサーバ４に送信される投稿内容を示す情報である。
　このように、記憶部４０３には、コンテンツＩＤを用いることにより、コンテンツ放送
情報テーブル４３１に格納されているコンテンツの放送時間帯（コンテンツ内の再生位置
）と、投稿情報テーブル４３３に格納されている投稿時間（コンテンツが放送されている
ときに投稿された投稿情報の投稿タイミング）とをそれぞれ対応付けた投稿対応関係情報
を格納する。
【００３４】
　制御部４０４は、登録部４４１と、集計部４４２と、解析部４４３と、検索部４４４と
、出力制御部４４５を備える。
【００３５】
　登録部４４１は、携帯端末１から受信した投稿情報を記憶部４０３の投稿情報テーブル
４３３に登録する。
　具体的に説明すると、登録部４４１は、通信部４０２を介して携帯端末１から投稿情報
を受信した場合、サーバ４が投稿情報を受信したときに計時部４０５から出力される日時
情報を、投稿情報が投稿された投稿タイミングを示す投稿時間として取得する。また、登
録部４４１は、受信した投稿情報に対応づけられている携帯端末１の端末ＩＤを、投稿者
ＩＤとして取得する。
　この登録部４４１は、受信した投稿情報と、この投稿情報から取得した投稿時間および
投稿者ＩＤとを、それぞれ対応づけて投稿情報テーブル４３３に書き込む。
【００３６】
　集計部４４２は、コンテンツ放送情報テーブル４３１と投稿情報テーブル４３３とを参
照して、コンテンツが放送された時間帯に投稿された投稿情報を集計し、集計した投稿結
果を示す投稿結果情報を出力制御部４４５に出力する。
　解析部４４３は、記憶部４０３に記憶されている投稿情報に基づき、投稿状況を解析す
る。この解析部４４３は、解析結果として、コンテンツが放送された時間帯に投稿された
投稿情報の投稿状況を示す解析結果情報を出力する。
　検索部４４４は、記憶部４０３に記憶されている投稿情報を参照して、指定されたコン
テンツＩＤや指定された放送時間帯に対応する情報を検索する。
【００３７】
　次に、図８を参照して、携帯端末１の表示部１１２あるいはサーバ４の表示部４０６に
表示される統計結果の一例について説明する。図８は、本実施形態において、コンテンツ
が放送された時間帯に投稿された投稿情報の投稿結果を示す投稿結果情報の表示例を示す
図である。
　図８に示す通り、この投稿結果情報は、コンテンツ毎に再生位置と投稿数との関係を示
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す情報である。図示の例では、横軸に再生位置を、縦軸に投稿数をとったグラフである。
　このグラフの山が高い（投稿数が多い）再生位置において、放送時の投稿状況が盛り上
がっていたことが予想される。つまり、このグラフを見たユーザは、投稿状況の盛り上が
りに応じて、放送内容の注目部分を判断することができる。
　なお、図示の投稿結果は、指定されたコンテンツの放送開始位置（００”００）から放
送終了位置（６０”００）までの間に、当該コンテンツに関連付けて投稿された投稿情報
の投稿数を示す例である。
　しかし、本発明はこれに限られず、例えば、指定された放送時間帯に放送された全ての
コンテンツの投稿数と放送時刻との関係を示すものであってもよい。具体的には、横軸の
放送時刻を、縦軸に投稿数をとったグラフであり、横軸の放送時刻に放送された全ての放
送コンテンツの投稿数をプロットしたグラフである。
　また、放送されたコンテンツのジャンル（例えば、お笑い、スポーツ、料理、美容・・
・等）毎にコンテンツの再生位置と投稿数との関係を示すものであってもよい。
　さらに、投稿者の属性（年齢、性別、嗜好・・・等）により区別して投稿数の集計した
属性ごとの投稿数と、コンテンツの放送時刻（再生位置）との関係を示すものであっても
よい。
【００３８】
　次に、図９Ａおよび９Ｂを参照して、携帯端末１の表示部１１２あるいはサーバ４の表
示部４０６に表示される解析結果の一例について説明する。図９Ａおよび９Ｂは、本実施
形態において、コンテンツが放送された時間帯に投稿された投稿情報の投稿状況を示す解
析結果情報の表示例を示す図である。
　図９Ａおよび９Ｂに示す通り、解析結果情報は、コンテンツが放送された時刻に基づく
放送時間帯と、この放送時間帯において投稿された投稿情報の投稿結果に基づき解析され
た結果を示す情報である。
　図９Ａは、解析結果をコンテンツ毎に示す一例である。図９Ｂは、再生位置（放送時刻
）に応じた解析結果を示す一例である。
　言い換えると、図９Ａおよび９Ｂに示す解析結果は、コンテンツの再生位置を示すある
程度の幅を持った時間帯において投稿された投稿情報に関する相対的な評価を示す一例で
ある。なお、ある程度の幅を持った時間帯は、予め決められている時間長であってもよく
、評価内容に応じて区切られる時間長であってもよい。
　図９Ａに示す例では、例えば、同じ放送時間帯に放送されたテレビ番組のコンテンツご
とに、解析結果を、投稿情報の投稿状況の盛り上がりを示す指標「晴れマーク」「曇りマ
ーク」「雨マーク」で示す。「晴れマーク」は、放送時間帯において、全体的に投稿数が
多く投稿状況が盛り上がっていたことを示す指標である。「曇りマーク」は、放送時間帯
において、全体的に投稿数が「晴れマーク」よりも少なく「雨マーク」よりも多く、投稿
状況の盛り上がりに特徴がないことを示す指標である。「雨マーク」は、放送時間帯にお
いて、全体的に投稿数が少なく投稿状況の盛り上がりに欠けていたことを示す指標である
。
【００３９】
　一方、図９Ｂに示す例では、例えば、指定されたコンテンツの放送開始位置（００”０
０）から放送終了位置（１２０”００）までの間に、当該コンテンツに関連付けて投稿さ
れた投稿情報の投稿数を示すとともに、解析結果を、投稿情報の投稿状況の盛り上がりを
示す指標「ニコニコマーク」「スマイルマーク」「泣き顔マーク」で示す。「ニコニコマ
ーク」は、放送時間内において、投稿数が多く投稿状況が盛り上がっていたことを示す指
標である。「スマイルマーク」は、放送時間内において、投稿数が「ニコニコマーク」よ
りも少なく「泣き顔マーク」よりも多く、投稿状況の盛り上がりに特徴がないことを示す
指標である。「泣き顔マーク」は、放送時間内において、投稿数が少なく投稿状況の盛り
上がりに欠けていたことを示す指標である。
　なお、この解析結果は、放送時間内において予め決められた単位時間毎に示される。つ
まり、図９Ｂを示す例では、放送時間内における投稿数に応じた投稿状況の盛り上がりを
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示す解析結果を、放送時刻に関連付けて表示する例である。
【００４０】
　次に、図１０を参照して、本実施形態に係る投稿情報の登録方法の一例について説明す
る。図１０は、本実施形態係る投稿情報の登録方法の一例を説明するためのフローチャー
トである。なお、この図１０においては、携帯端末１における処理フローと、サーバ４に
おける処理フローとを並列に説明する。
【００４１】
（ステップＳＴ１）
　例えば、ユーザからタッチパネル１０１を介して、放送されているテレビ番組のコンテ
ンツを表示部１１２に表示させることを示す操作が入力された場合、出力制御部１２２は
、受信した放送電波がデジタル信号に変換された情報に基づき、放送されているコンテン
ツを表示部１１２に出力させる。
　なお、放送されているコンテンツに音声が含まれており、携帯端末１が音声を出力可能
なモードに設定されている場合（例えば、消音モード等に設定されていない場合）、出力
制御部１２２は、コンテンツに含まれる音声をスピーカーＳＫから出力させる。
【００４２】
（ステップＳＴ２）
　携帯端末１の制御部１０２は、操作部１１１を介して、投稿情報の投稿が指示されたか
否かを判定する。
（ステップＳＴ３）
　ここで、ユーザからタッチパネル１０１を介して、投稿情報が投稿されたとする。具体
的に説明すると、タッチパネル１０１の表示部１１２に表示されている入力欄１０２１が
指定され、投稿情報が入力された後に、投稿ボタン１０２２がタッチされたとする。これ
により、操作内容判定部１２１が、入力欄１０２１に入力された投稿情報の投稿が指示さ
れたと判定し、判定結果を示す操作信号を出力制御部１２２に出力する。
（ステップＳＴ４）
　そして、出力制御部１２２は、投稿情報を受け付けたときに、表示部１１２に表示して
いるコンテンツのコンテンツＩＤを、投稿情報に対応付けて、投稿部１２６に出力する。
　投稿部１２６は、通信部１０６を介してサーバ４に情報を送信する。つまり、投稿部１
２６は、投稿情報に表示しているコンテンツのコンテンツＩＤを対応付けた情報を投稿す
る。
　例えば、ユーザが、「ＣＨ１　Ａ番組」の放送中のコンテンツを見ている場合、出力制
御部１２２は、この番組を示すコンテンツＩＤ「０００１」と、投稿情報と、携帯端末１
を示す端末ＩＤを示す情報とをそれぞれ対応付けた情報を作成し、投稿部１２６に出力す
る。投稿部１２６は、受け取った情報を通信部１０６を介してサーバ４に送信する。
【００４３】
（ステップＳＴ５）
　一方、サーバ４は、投稿情報を受信したか否かを判定する。
（ステップＳＴ６）
　そして、サーバ４の通信部４０２が投稿情報を受信した場合、制御部４０４の登録部４
４１は、計時部４０５によって計時された現在の時刻を示す情報を、投稿情報を投稿した
投稿タイミングを示す情報として取得する。
　この登録部４４１は、例えば、投稿タイミングとして、投稿日時「２０１１．１０．１
０．１９：０３」を示す情報を取得する。
（ステップＳＴ７）
　次いで、登録部４４１は、投稿タイミングを示す情報と、携帯端末１から受信した情報
とをそれぞれ対応付けて投稿情報テーブル４３３に書き込む。
　具体的に説明すると、登録部４４１は、携帯端末１を示す端末ＩＤを示す情報「１１１
１１」を、投稿情報テーブル４３３の投稿者ＩＤの欄に書き込む。
　また、登録部４４１は、取得した投稿タイミングを示す情報を「２０１１．１０．１０
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．１９：０３」を、投稿情報テーブル４３３の投稿時間の欄に書き込む。
　さらに、登録部４４１は、投稿情報を、投稿情報テーブル４３３の投稿情報の欄に書き
込む。
　また、登録部４４１は、番組を示すコンテンツＩＤ「０００１」を、投稿情報テーブル
４３３のコンテンツＩＤの欄に書き込む。
　これにより、記憶部４０３においては、事前に用意されているコンテンツ放送情報テー
ブル４３１に格納されているコンテンツの放送時間帯（コンテンツ内の再生位置）と、投
稿情報テーブル４３３に格納されている投稿時間（コンテンツが放送されているときに投
稿された投稿情報の投稿タイミング）とが、コンテンツＩＤにより対応付けられ、投稿対
応関係情報を記憶部４０３に格納される。
【００４４】
（ステップＳＴ８）
　一方、サーバ４の制御部４０４は、操作部４０１を介して、コンテンツが放送された時
間帯に投稿された投稿情報の投稿結果を示す投稿結果情報の表示が指示されたか否かを判
定する。
（ステップＳＴ９）
　この投稿結果情報の表示を指示する操作が、操作部４０１を介して入力された場合、集
計部４４２は、例えば、コンテンツ放送情報テーブル４３１と、投稿情報テーブル４３３
を参照して、コンテンツが放送された時間帯に投稿された投稿情報を集計し、集計した投
稿結果を示す投稿結果情報を出力制御部４４５に出力する。そして、出力制御部４４５は
、投稿結果を示す投稿結果情報を表示部４０６に出力させる。
　なお、集計部４４２は、コンテンツ放送情報テーブル４３１と、投稿情報テーブル４３
３を参照して、コンテンツに関連するタグ（ツイートのキーワードまたはトピックの印付
けであり、詳細は後述）や関連ワード等を含む投稿情報を集計し、集計した投稿結果を示
す投稿結果情報を出力制御部４４５に出力する。この場合、集計部４４２は、コンテンツ
の放送された時間帯以外に投稿された投稿情報であっても、コンテンツに関連するハッシ
ュタグや関連ワード等を含む投稿情報を集計する。
　なお、このコンテンツが放送された際に投稿された投稿情報に関する情報の出力態様に
ついては、操作部４０１を介してユーザにより指定されるものであってもよく、予め決め
られているものであってもよい。
　ここでは、図８に示すような、コンテンツの放送時刻（再生位置）の時間軸において当
該コンテンツについて投稿された投稿情報の投稿数の関係を示す情報を、コンテンツが放
送された時間帯に投稿された投稿情報の投稿結果を示す投稿結果情報として表示部４０６
に出力する。
【００４５】
　次に、図１１を参照して、本実施形態に係る表示方法の一例について説明する。図１１
は、本実施形態係る表示方法の一例を説明するためのフローチャートである。なお、この
図１１においては、携帯端末１における処理フローと、サーバ４における処理フローとを
並列に説明する。
　なお、以下説明するフローチャートにおいて、各処理を携帯端末１とサーバ４が協働で
実行する例について説明するが、本発明はこれに限られず、サーバ４が備える各構成部の
機能のうち少なくとも必要な一部を携帯端末１が備える場合は、携帯端末１において全て
実行してもよい。また、携帯端末１が備える各構成部の機能のうち少なくとも必要な一部
をサーバ４が備える場合は、サーバ４において全て実行してもよい。
（ステップＳＴ１１）
　例えば、ユーザが既に放送されたテレビ番組の録画コンテンツのうち再生するコンテン
ツを指定する。このユーザからの操作を受けて、携帯端末１の制御部１０２は、ユーザか
らタッチパネル１０１を介して、既に放送されたテレビ番組の録画コンテンツを表示部１
１２に表示させることを示す操作が入力されたと判定する。
（ステップＳＴ１２）
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　そして、登録部１２５は、指定された録画コンテンツのデータが、記憶部１０３のコン
テンツ記憶領域１３３に格納されているか否かを判定する。
　コンテンツ記憶領域１３３に格納されている場合、出力制御部１２２が、指定された録
画コンテンツのデータを読み出し、表示部１１２のコンテンツ表示領域１０１０にコンテ
ンツを出力させる。
　一方、指定された録画コンテンツのデータが、記憶部１０３のコンテンツ記憶領域１３
３に格納されていない場合、携帯端末１は、既に放送されたテレビの録画コンテンツが格
納されているテレビ局のサーバに対して、指定された録画コンテンツの送信を要求する。
　そして、出力制御部１２２は、テレビ局のサーバから受信した録画コンテンツのデータ
に基づき、表示部１１２のコンテンツ表示領域１０１０にコンテンツを出力させる。
【００４６】
（ステップＳＴ１３）
　そして、携帯端末１の制御部１０２は、操作部１１１を介して、ユーザから、コンテン
ツ表示領域１０１０に表示されているコンテンツに関連する投稿情報を要求する操作が入
力されたか否かを判定する。
（ステップＳＴ１４）
　ユーザが、操作部１１１を介して、コンテンツ表示領域１０１０に表示されているコン
テンツに関連する投稿情報を要求する操作を入力した場合、投稿部１２６が、コンテンツ
に関連する投稿情報を要求する投稿情報リクエスト信号を作成し、通信部１０６を介して
サーバ４に送信する。
　具体的に説明すると、投稿部１２６は、コンテンツ表示領域１０１０に表示されている
コンテンツのコンテンツＩＤを含む投稿情報リクエスト信号を作成する。
（ステップＳＴ１５）
　そして、サーバ４から、投稿情報リクエスト信号のコンテンツＩＤに対応する投稿情報
を受信した場合、携帯端末１は、受信した投稿情報を記憶部１０３の投稿情報記憶領域１
３４に格納する。
【００４７】
（ステップＳＴ１６）
　一方、サーバ４は、携帯端末１から投稿情報リクエスト信号を受信したか否かを判定す
る。
（ステップＳＴ１７）
　投稿情報リクエスト信号を携帯端末１から受信した場合、サーバ４の検索部４４４は、
この投稿情報リクエスト信号に含まれるコンテンツＩＤに基づき、投稿情報テーブル４３
３を参照して、このコンテンツＩＤに対応付けられている投稿者ＩＤ、投稿時間、および
投稿情報を示す情報を読み出す。
（ステップＳＴ１８）
　そして、サーバ４の検索部４４４は、読み出したコンテンツＩＤに対応付けられている
投稿者ＩＤ、投稿時間、および投稿情報を示す情報を携帯端末１に送信する。
【００４８】
（ステップＳＴ１９）
　そして、携帯端末１の制御部１０２は、操作部１１１を介して、コンテンツが放送され
た時間帯に投稿された投稿情報の投稿結果を示す投稿結果情報の表示が指示されたか否か
を判定する。
（ステップＳＴ２０）
　コンテンツが放送された時間帯に投稿された前記投稿情報の投稿結果を示す投稿結果情
報の表示を指示する操作が、操作部１１１を介して入力された場合、集計部１２７は、サ
ーバ４から受信した情報に基づき、コンテンツが放送された時間帯に投稿された投稿情報
を集計し、集計した投稿結果を示す投稿結果情報を出力制御部１２２に出力する。この出
力制御部１２２は、投稿結果を示す投稿結果情報を表示部１１２に出力させる。
　なお、このコンテンツが放送された時間帯に投稿された前記投稿情報の投稿結果を示す
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投稿結果情報の出力態様については、操作部１１１を介してユーザにより指定されるもの
であってもよく、予め決められているものであってもよい。
　例えば、携帯端末１は、図８に示すように、コンテンツの放送時刻（再生位置）の時間
軸において当該コンテンツについて投稿された投稿情報の投稿数との関係を示す情報（集
計結果）を、コンテンツについて投稿された投稿情報に関する情報として出力する。
　また、携帯端末１は、図９Ｂに示すように、コンテンツの放送時間帯（再生位置）にお
いて当該コンテンツについて投稿された投稿情報の投稿状況を示す情報（解析結果）を、
コンテンツについて投稿された投稿情報に関する情報として出力するものであってもよい
。
　なお、携帯端末１は、投稿結果を示す投稿結果情報をサーバ４から受信し、表示部１１
２に出力させるものであってもよい。
【００４９】
　ここで、本発明に係る携帯端末１とサーバ４は、上述の処理内容に限られず、以下のよ
うな処理を実行するものであってもよい。
　例えば、ステップＳＴ１７において、投稿情報リクエスト信号を携帯端末１から受信し
た場合、サーバ４の検索部４４４は、この投稿情報リクエスト信号に含まれるコンテンツ
ＩＤに基づき、コンテンツに関連するハッシュタグや関連ワード等を参照して、全ての投
稿情報の中から、コンテンツＩＤのコンテンツに関する投稿情報と、この投稿情報を投稿
した投稿者の投稿者ＩＤとその投稿時間を示す情報を読み出す。なお、サーバ４の検索部
４４４は、上述の通り、コンテンツＩＤに対応付けられている投稿者ＩＤ、投稿時間、お
よび投稿情報を示す情報も読み出す。
　そして、サーバ４の検索部４４４は、読み出したコンテンツに関する投稿情報、投稿者
ＩＤ、および投稿時間を示す情報（コンテンツＩＤに対応付けられている投稿者ＩＤ、投
稿時間、および投稿情報を示す情報も含む）を携帯端末１に送信する。
　これにより、携帯端末１は、コンテンツの放送時間に関わらず、コンテンツに関して投
稿された投稿情報に基づく投稿結果情報を表示部１１２に出力させることができる。
【００５０】
　次に、図１２を参照して、図１１に示した本実施形態に係る表示方法の続きについて説
明する。図１２は、図１１に示した本実施形態に係る表示方法の続きについて説明するた
めのフローチャートである。
（ステップＳＴ２１）
　携帯端末１の操作内容判定部１２１は、コンテンツ表示領域１０１０に表示されている
コンテンツに関連する投稿情報の投稿状況を解析した解析結果を表示する指示がユーザに
よって入力されたか否かを判定する。
（ステップＳＴ２２）
　コンテンツ表示領域１０１０に表示されているコンテンツに関連する投稿情報の投稿状
況を解析した解析結果を表示する指示がユーザによって入力された場合、投稿部１２６が
、コンテンツの放送時刻に対応する投稿情報を要求する関連投稿情報リクエスト信号を作
成し、通信部１０６を介してサーバ４に送信する。
　具体的に説明すると、投稿部１２６は、コンテンツ表示領域１０１０に表示されている
コンテンツのコンテンツＩＤを含む関連投稿情報リクエスト信号を作成する。
（ステップＳＴ２３）
　そして、サーバ４から、投稿情報を受信した場合、携帯端末１は、受信した投稿情報を
記憶部１０３の投稿情報記憶領域１３４に格納する。
【００５１】
（ステップＳＴ２４）
　一方、サーバ４は、携帯端末１から関連投稿情報リクエスト信号を受信したか否かを判
定する。
（ステップＳＴ２５）
　関連投稿情報リクエスト信号を携帯端末１から受信した場合、サーバ４の検索部４４４
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は、この投稿情報リクエスト信号に含まれるコンテンツＩＤに基づき、コンテンツ放送情
報テーブル４３１を参照して、コンテンツＩＤに対応付けられている放送時間帯と重複す
る他のコンテンツＩＤを取得する。
　具体的説明すると、検索部４４４は、コンテンツ放送情報テーブル４３１において、コ
ンテンツＩＤ「０００１」と対応付けられている放送時間帯「２０１１．１０．１０．１
９：００－２１：００」を取得する。そして、検索部４４４は、この放送時間帯「２０１
１．１０．１０．１９：００－２１：００」と放送時間帯が重複している他の番組のコン
テンツＩＤ「０００２」「０００３」「０００４」および「０００５」を取得する。
　次いで、検索部４４４は、投稿情報テーブル４３３を参照して、このコンテンツＩＤ「
０００２」「０００３」「０００４」および「０００５」のそれぞれに対応付けられてい
る投稿者ＩＤ、投稿時間、および投稿情報を示す情報を、それぞれ読み出す。
（ステップＳＴ２６）
　そして、サーバ４の検索部４４４は、読み出したこのコンテンツＩＤ「０００２」「０
００３」「０００４」および「０００５」のそれぞれに対応付けられている投稿者ＩＤ、
投稿時間、および投稿情報を示す情報を携帯端末１に送信する。
【００５２】
（ステップＳＴ２７）
　次いで、携帯端末１の解析部１２８は、記憶部１０３の投稿情報記憶領域１３４に記憶
されている投稿情報等に基づき、投稿状況を解析する。
　なお、ここで、投稿情報記憶領域１３４に記憶されている投稿情報等とは、このコンテ
ンツＩＤ「０００１」、「０００２」、「０００３」、「０００４」および「０００５」
のそれぞれに対応付けられている投稿者ＩＤ、投稿時間、および投稿情報を示す情報であ
る。
　例えば、解析部１２８は、録画コンテンツの放送時間（再生時間）を予め決められた単
位時間ごとに分割し、この単位時間ごとに、投稿された投稿数が予め決められた閾値以上
であるか否かを判定する。閾値以上であった場合、解析部１２８は、この単位時間におい
て盛り上がっていると判定し、この判定結果を解析結果として出力する。
　なお、この閾値は、複数段階に設けられていても良く、投稿数が多ければ多いほど、投
稿状況が盛り上がっていることを示す。
【００５３】
　また、解析部１２８は、投稿情報に予め決められているポジティブ用語が含まれている
か否かを判定する。このポジティブ用語とは、投稿状況が盛り上がっていることを示す用
語として予め登録される用語であって、例えば、「いいね」や「ｗ」あるいは顔文字（例
：（＾o＾））等がある。
　解析部１２８は、単位時間当たりに投稿情報がより多く含まれていたコンテンツの投稿
状況が盛り上がっていたことを解析結果として取得する。そして、解析部１２８は、投稿
数に応じて、投稿状況の盛り上がりを示す指標を判定し、判定結果をコンテンツごと、あ
るいは、コンテンツの再生位置に応じて対応付ける。
　具体的に説明すると、単位時間当たりの投稿情報の投稿数が閾値ｔｈ１以上であった場
合、解析部１２８は、当該単位時間当たりの投稿状況として、「晴れマーク」あるいは「
ニコニコマーク」を示す指標を対応付ける。
　また、単位時間当たりの投稿情報の投稿数が閾値ｔｈ１未満かつｔｈ２（ｔｈ２＜ｔｈ
１）以上であった場合、解析部１２８は、当該単位時間当たりの投稿状況として、「曇り
マーク」あるいは「スマイルマーク」を示す指標を対応付ける。
　さらに、単位時間当たりの投稿情報の投稿数が閾値ｔｈ２未満かつｔｈ３（ｔｈ３＜ｔ
ｈ２）以上であった場合（「閾値ｔｈ２未満」の条件のみでも良い）、解析部１２８は、
当該単位時間当たりの投稿状況として、「雨マーク」あるいは「泣き顔マーク」を示す指
標を対応付ける。
　これにより、例えば、図９Ｂの示すような解析結果が得られる。
　なお、解析部１２８の解析方法は、上述の構成に限られず、例えば、一般的に用いられ
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る文字列から感情を判断する解析方法が利用可能である。
【００５４】
（ステップＳＴ２８）
　そして、携帯端末１の出力制御部１２２は、解析部１２８による解析結果（例えば、図
９Ｂに示すようなグラフ）を表示部１１２に表示させる。
【００５５】
（ステップＳＴ２９）
　ここで、携帯端末１の出力制御部１２２は、解析結果に基づきコンテンツを再生するか
否かを判定する。例えば、出力制御部１２２は、表示部１１２に表示された解析結果を見
たユーザからコンテンツ表示の指示を受け付けた場合、指定されたコンテンツを表示する
ものであってもよい。これにより、解析結果に基づき、ユーザは出力させたいコンテンツ
を選択することができる。
　また、出力制御部１２２が、解析結果に基づき、例えば、投稿情報による投稿状況の盛
り上がっていると判定したコンテンツを表示部１１２に表示するものであってもよい。こ
れにより、投稿状況に応じて、自動的に、表示部１１２に表示するコンテンツを切り替え
ることができる。
　さらに、出力制御部１２２は、ユーザからの要求に応じて、投稿者の属性やコンテンツ
の放送時間帯などに基づき、投稿状況の盛り上がっているコンテンツを決定し、表示部１
１２に表示するものであってもよい。これにより、属性等を指定して、投稿状況の盛り上
がっているコンテンツを出力させることができる。
【００５６】
（ステップＳＴ３０）
　次いで、解析結果に基づきコンテンツを再生すると判定した場合、出力制御部１２２は
、表示部１１２に表示するコンテンツを編集するか否かを判定する。例えば、解析結果に
基づきコンテンツを表示部１１２に表示させる場合、解析結果に基づきコンテンツの再生
内容を編集することが予め決められている場合、出力制御部１２２は、コンテンツを編集
すると判定する。
　具体的に説明すると、ユーザや初期設定によってコンテンツの編集をすることが予め設
定されている場合や、表示するコンテンツが予め決められた再生時間以上の再生時間であ
る場合等である。
【００５７】
（ステップＳＴ３１）
　そして、解析結果に基づきコンテンツを表示部１１２に表示する際にこのコンテンツを
編集すると判定した場合、出力制御部１２２は、解析結果に基づき、表示部１１２に表示
するコンテンツを編集し、出力させる。また、コンテンツに音声データが含まれている場
合、出力制御部１２２は、解析結果に基づき音声データを編集し、スピーカーＳＫから出
力させるよう制御する。
　コンテンツの編集を言い換えると、出力制御部１２２は、解析結果に基づき、表示部１
１２に表示させるコンテンツのうち編集による一部を選択して表示部１１２に表示させる
。
【００５８】
（ステップＳＴ３２）
　一方、解析結果に基づきコンテンツを表示部１１２に表示する際にこのコンテンツを編
集しないと判定した場合、出力制御部１２２は、出力するコンテンツデータを記憶部１０
３から読み出し、読み出したコンテンツデータに基づく画像を表示部１１２に表示する。
　また、コンテンツに音声データが含まれている場合、出力制御部１２２は、コンテンツ
データに基づく音をスピーカーＳＫから出力させるよう制御する。
【００５９】
　このように、投稿状況の解析結果に応じたコンテンツを表示部１１２に表示させること
により、投稿状況に連動したコンテンツをユーザに提供することができる。これにより、
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既に放送されたコンテンツから、所望のコンテンツを簡単に選ぶことができる。
　また、投稿情報による投稿状況に応じて、コンテンツを編集して表示部１１２に表示さ
せることにより、投稿状況が盛り上がっているシーンからなるダイジェスト映像や、投稿
情報が盛り上がっていないシーンを削除したダイジェスト映像等をユーザに提供すること
ができる。これにより、既に放送されたコンテンツから、所望のコンテンツを簡単に選ぶ
ことができるとともに、選ばれたコンテンツの主要な部分をユーザに提供することができ
る。
　例えば、サッカーの試合を提供するコンテンツにおいて、投稿状況が盛り上がったゴー
ルシーンや、投稿状況がやや盛り上がった惜しいシーン、危ないシーンなどからなるダイ
ジェスト映像をユーザに提供することができる。
　また、解析部１２８は、国会中継を提供するコンテンツにおいては、投稿状況が盛り上
がったシーンとして、投稿情報の内容に批判的なコメントが含まれているシーンを抽出す
るようにしてもよい。この場合、投稿情報の内容に批判的なコメントが含まれているシー
ンを抽出したダイジェスト映像を表示することができる。
【００６０】
　さらに、ステップＳＴ３２において、選択されたコンテンツを再生する際に、再生する
コンテンツに連動して投稿情報を投稿情報表示領域１０２０に表示するものであってもよ
い。
　例えば、再生されるコンテンツの再生位置に応じて、関連付けられた投稿情報を順次表
示するものであってもよい。つまり、再生されるコンテンツの再生位置にあわせて、放送
時に投稿された投稿情報を表示することができるため、コンテンツの放送時の投稿情報の
投稿状況を再現することができる。
　また、コンテンツが編集されて例えばダイジェスト映像が再生される場合、編集により
カットされた部分に関連付けられた投稿情報を除いて、再生されるコンテンツの再生位置
に応じて、関連付けられた投稿情報を順次表示するものであってもよい。これにより、投
稿状況に応じて投稿情報表示領域１０２０に表示する投稿情報を編集して表示することが
できる。
【００６１】
　ここで、本発明に係る携帯端末１とサーバ４は、上述の処理内容に限られず、以下のよ
うな処理を実行するものであってもよい。
　例えば、ステップＳＴ２５において、関連投稿情報リクエスト信号を携帯端末１から受
信した場合、サーバ４の検索部４４４は、この関連投稿情報リクエスト信号に含まれるコ
ンテンツＩＤに基づき、コンテンツに関連するハッシュタグや関連ワード等を参照して、
全ての投稿情報の中から、コンテンツＩＤのコンテンツに関する投稿情報と、この投稿情
報を投稿した投稿者の投稿者ＩＤとその投稿時間を示す情報を読み出す。なお、サーバ４
の検索部４４４は、上述の通り、コンテンツＩＤに対応付けられている投稿者ＩＤ、投稿
時間、および投稿情報を示す情報も読み出す。
　そして、サーバ４の検索部４４４は、読み出したコンテンツに関する投稿情報、投稿者
ＩＤ、および投稿時間を示す情報（コンテンツＩＤに対応付けられている投稿者ＩＤ、投
稿時間、および投稿情報を示す情報も含む）を携帯端末１に送信する。
　これにより、携帯端末１は、コンテンツの放送時間に関わらず、コンテンツに関して投
稿された投稿情報に基づく投稿結果情報を表示部１１２に出力させることができる。つま
り、携帯端末１は、コンテンツ表示領域１０１０に表示されているコンテンツに限られず
、その裏番組等のコンテンツについても、これらコンテンツの放送時間に関わらず、コン
テンツに関して投稿された投稿情報に基づく投稿結果情報を表示部１１２に出力させるこ
とができる。
【００６２】
　次に、図１３を参照して、本実施形態に係る表示方法の他の例について説明する。図１
３は、本実施形態係る表示方法の他の例を説明するためのフローチャートである。なお、
この図１３においては、携帯端末１における処理フローと、サーバ４における処理フロー
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とを並列に説明する。
（ステップＳＴ４１）
　例えば、ユーザが「おすすめコンテンツ」を要求する操作を携帯端末１の操作部１１１
を介して入力する。この「おすすめコンテンツ」とは、ユーザが指定して、テレビ番組の
ジャンル（例えば、お笑い、スポーツ、料理、美容・・・等）や、放送期間、テレビ局、
あるいは、投稿者の属性に応じて、放送時に投稿された投稿情報の投稿状況が盛り上がっ
ていたコンテンツをいう。なお、ユーザが指定する、テレビ番組のジャンルや、テレビ局
、あるいは、投稿者の属性を、以下「おすすめメニュー」という。
　携帯端末１は、ユーザが指定した「おすすめメニュー」に応じた、放送時に投稿された
投稿情報の投稿状況が盛り上がっていた「おすすめコンテンツ」を要求する「おすすめコ
ンテンツ」リクエスト信号を作成し、サーバ４に送信する。
【００６３】
（ステップＳＴ４２）
　サーバ４は、受信した「おすすめコンテンツ」リクエスト信号に基づき、指定された「
おすすめメニュー」に応じた「おすすめコンテンツ」の解析を行う。
　例えば、「おすすめメニュー」として、放送期間「２０１１．１０．１０．１９：００
－２１：００」が指定されていたとする。この場合、サーバ４の検索部４４４は、コンテ
ンツ放送情報テーブル４３１を参照して、放送期間「２０１１．１０．１０．１９：００
－２１：００」の放送時間帯と重複するコンテンツＩＤを取得する。
　具体的説明すると、検索部４４４は、コンテンツ放送情報テーブル４３１において、放
送時間帯「２０１１．１０．１０．１９：００－２１：００」と対応付けられているコン
テンツＩＤ「０００１」と、放送時間帯「２０１１．１０．１０．１９：００－２０：０
０」と対応付けられているコンテンツＩＤ「０００２」、「０００３」および「０００４
」と、放送時間帯「２０１１．１０．１０．２０：００－２１：００」と対応付けられて
いるコンテンツＩＤ「０００５」とを取得する。
　そして、検索部４４４は、投稿情報テーブル４３３を参照して、このコンテンツＩＤ「
０００１」、「０００２」、「０００３」、「０００４」および「０００５」のそれぞれ
に対応付けられている投稿者ＩＤ、投稿時間、および投稿情報を示す情報を、それぞれ読
み出す。
【００６４】
（ステップＳＴ４３）
　次いで、サーバ４の解析部４４３は、読み出した投稿情報等に基づき、投稿状況を解析
する。なお、ここで、読み出した投稿情報等とは、このコンテンツＩＤ「０００１」、「
０００２」、「０００３」、「０００４」および「０００５」のそれぞれに対応付けられ
ている投稿者ＩＤ、投稿時間、および投稿情報を示す情報である。
　例えば、解析部４４３は、録画コンテンツの放送時間（再生時間）を予め決められた単
位時間ごとに分割し、この単位時間ごとに、投稿された投稿数が予め決められた閾値以上
であるか否かを判定する。閾値以上であった場合、解析部４４３は、この単位時間におい
て盛り上がっていると判定し、この判定結果を解析結果として出力する。
　なお、この閾値は、複数段階に設けられていても良く、投稿数が多ければ多いほど、投
稿状況が盛り上がっていることを示す。
【００６５】
　また、解析部４４３は、投稿情報に予め決められているポジティブ用語が含まれている
か否かを判定する。このポジティブ用語とは、投稿状況が盛り上がっていることを示す用
語として予め登録される用語であって、例えば、「いいね」や「ｗ」あるいは顔文字（例
：（＾o＾））等がある。
　解析部４４３は、単位時間当たりに投稿情報がより多く含まれていたコンテンツの投稿
状況が盛り上がっていたことを解析結果として取得する。そして、解析部４４３は、投稿
数に応じて、投稿状況の盛り上がりを示す指標を判定し、判定結果をコンテンツごと、あ
るいは、コンテンツの再生位置に応じて対応付ける。
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【００６６】
　具体的に説明すると、１時間当たりの投稿情報の投稿数が閾値ｔｈ１以上であった場合
、解析部４４３は、１時間当たりの各コンテンツの投稿状況として、「晴れマーク」ある
いは「ニコニコマーク」を示す指標を対応付ける。
　また、１時間当たりの投稿情報の投稿数が閾値ｔｈ１未満かつｔｈ２（ｔｈ２＜ｔｈ１
）以上であった場合、解析部４４３は、１時間当たりの各コンテンツの投稿状況として、
「曇りマーク」あるいは「スマイルマーク」を示す指標を対応付ける。
　さらに、１時間当たりの投稿情報の投稿数が閾値ｔｈ２未満かつｔｈ３（ｔｈ３＜ｔｈ
２）以上であった場合（「閾値ｔｈ２未満」の条件のみでも良い）、解析部４４３は、１
時間当たりの各コンテンツの投稿状況として、「雨マーク」あるいは「泣き顔マーク」を
示す指標を対応付ける。
　これにより、例えば、図９Ａの示すような解析結果が得られる。
（ステップＳＴ４４）
　そして、サーバ４の通信部４０２は、図９Ａの示すような解析結果を示す解析結果情報
を携帯端末１に送信する。
【００６７】
（ステップＳＴ４５）
　次いで、携帯端末１の通信部１０６は、受信した解析結果情報を出力制御部１２２に出
力する。
（ステップＳＴ４６）
　そして、出力制御部１２２は、受信した解析結果（例えば、図９Ａに示すようなグラフ
）を表示部１１２に表示させる。これにより、ここで、図９Ａに示すような画像が、投稿
情報表示領域１０２０に表示される。
（ステップＳＴ４７）
　ここで、図９Ａに示すような画像のうち、「晴れマーク」の付された「ＣＨ１　Ａ番組
」の欄が、ユーザによってタッチされたとする。これにより、操作内容判定部１２１は、
「ＣＨ１　Ａ番組」のコンテンツの再生が指示されたことを判定する。
【００６８】
（ステップＳＴ４８）
　そして、登録部１２５は、指定された「ＣＨ１　Ａ番組」の録画コンテンツのデータが
、記憶部１０３のコンテンツ記憶領域１３３に格納されているか否かを判定する。コンテ
ンツ記憶領域１３３に格納されている場合、出力制御部１２２が、指定された「ＣＨ１　
Ａ番組」の録画コンテンツのデータを読み出し、表示部１１２のコンテンツ表示領域１０
１０にコンテンツを出力させる。
　一方、指定された「ＣＨ１　Ａ番組」の録画コンテンツのデータが、記憶部１０３のコ
ンテンツ記憶領域１３３に格納されていない場合、携帯端末１は、既に放送されたテレビ
の録画コンテンツが格納されているテレビ局のサーバに対して、指定された「ＣＨ１　Ａ
番組」の録画コンテンツの送信を要求する。そして、出力制御部１２２は、テレビ局のサ
ーバから受信した「ＣＨ１　Ａ番組」の録画コンテンツのデータに基づき、表示部１１２
のコンテンツ表示領域１０１０にコンテンツを出力させる。
　このとき、携帯端末１の表示部１１２に表示される画面例を、図１４に示す。
（ステップＳＴ４９）
　この場合、携帯端末１の出力制御部１２２は、「ＣＨ１　Ａ番組」の録画コンテンツの
再生開始位置からコンテンツを再生する。つまり、表示部１１２は、コンテンツの先頭か
らコンテンツを表示する。
【００６９】
（ステップＳＴ５０）
　ここで、図１２に示したステップＳＴ２１の指示がなされたとする。つまり、コンテン
ツ表示領域１０１０に表示されているコンテンツ「ＣＨ１　Ａ番組」に関連する投稿情報
の投稿状況を解析した解析結果を表示する指示がユーザによって入力されたとする。
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　この場合、携帯端末１とサーバ４は、ステップＳＴ２２～ＳＴ２８の処理を実行し、携
帯端末１の出力制御部１２２は、解析部１２８による解析結果（例えば、図９Ｂに示すよ
うなグラフ）を表示部１１２に表示させる。
　このとき、携帯端末１の表示部１１２に表示される画面例を、図１５に示す。
　ここで、コンテンツの再生位置が指定されたとする。例えば、図１５に示す通り、再生
位置５５”００の部分がタッチされたとする。この場合、操作内容判定部１２１は、コン
テンツ「ＣＨ１　Ａ番組」の再生位置５５”００が、コンテンツの再生位置として指定さ
れたことを判定する。
（ステップＳＴ５１）
　そして、携帯端末１の出力制御部１２２は、再生位置５５”００からコンテンツ「ＣＨ
１　Ａ番組」を再生する。つまり、表示部１１２は、コンテンツの再生位置５５”００か
らコンテンツを表示する。
【００７０】
　上述の通り、本実施形態に係る表示システムは、コンテンツ内の再生位置と、コンテン
ツが放送されているときに投稿された投稿情報の投稿タイミングとを対応付けた投稿対応
関係情報に基づき、録画データのコンテンツが放送された時間帯に投稿された投稿情報の
投稿結果を示す投稿結果情報を表示するようにした。
　これにより、ユーザは、投稿結果に基づき、自らの基準で、コンテンツを表示させるか
否かを判断することができる。
　また、複数のコンテンツの投稿結果情報を、コンテンツ毎に表示することにより、複数
のコンテンツのうち、表示させたいコンテンツを自らの基準で選択することができる。こ
れにより、ユーザは、既に放送された膨大な量のコンテンツから、所望のコンテンツを簡
単に選ぶことができる。
【００７１】
　また、本実施形態に係る表示システムは、投稿対応関係情報に基づき、録画コンテンツ
を表示部１１２に表示する場合、この表示されている録画コンテンツが放送されていたと
きに投稿された投稿情報を表示できるようにした。
　これにより、録画コンテンツが放送されていた際の投稿状況を再現することができる。
　よって、ユーザは、投稿結果に基づき選択した録画コンテンツの閲覧を楽しむとともに
、放送時の投稿情報の閲覧も楽しむことができる。
【００７２】
　さらに、本実施形態に係る表示システムは、投稿対応関係情報に基づき、コンテンツが
放送されたときに投稿された投稿情報の投稿状況を解析する解析部を備え、この解析部に
よる解析結果を表示できるようにした。
　これにより、投稿状況を示す解析結果をユーザに提供することができる。よって、ユー
ザは、解析結果を指標して、複数のコンテンツのうち、表示させたいコンテンツを自らの
基準で選択することができる。これにより、ユーザは、既に放送された膨大な量のコンテ
ンツから、所望のコンテンツを簡単に選ぶことができる。
【００７３】
　さらにまた、本実施形態に係る表示システムは、解析結果として、単位時間当たりの投
稿数、投稿者の属性、および、投稿内容のうち少なくも１つを示す投稿状況情報を取得し
、取得された前記投稿状況情報に基づき、前記投稿情報の投稿状況の盛り上がりを示す指
標を解析結果として表示部１１２に表示できるようにした。
　これにより、解析結果をユーザにわかりやすいアイコンやマーク（指標）等で示すこと
ができる。よって、ユーザは、アイコンやマークに基づき、解析結果を知ると共に、この
解析結果が対応づけられたコンテンツを容易に選択すること、あるいは選択しないことが
できる。
【００７４】
　また、本実施形態に係る表示システムは、解析部による解析結果を投稿結果情報に関連
付けた情報を表示できるようにした。例えば、図９Ｂに示す通り、投稿結果のグラフに解
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析結果の顔マークを表示するようにした。
　これにより、投稿情報の投稿結果に対応する解析結果を表示することができる。また、
コンテンツ内の再生位置に応じた解析結果をユーザに示すことができる。
【００７５】
　なお、本発明において、解析結果やその取得タイミングは、上記の形態に限られない。
例えば、サーバ４の解析部４４３が解析結果を放送後に予め算出しておき、記憶部４０３
に格納しておくものであってもよい。
　また、本実施形態において、コンテンツＩＤに対して、コンテンツ内の再生位置と、コ
ンテンツが放送されているときに投稿された投稿情報の投稿タイミングとを対応付けた投
稿対応関係情報を作成する例について説明した。
　しかし、本発明はこれに限られず、例えば、コンテンツに関連するハッシュタグ（例え
ば、コンテンツの内容やジャンル、放送局や出演者等を示すハッシュタグ）や関連キーワ
ードを、投稿情報から抽出し、これらに対して、コンテンツ内の再生位置と、コンテンツ
が放送されているときに投稿された投稿情報の投稿タイミングとを対応付けた投稿対応関
係情報を作成するものであってもよい。
　さらに、コンテンツについての投稿情報は、コンテンツの放送時間帯に投稿された投稿
情報に限られず、コンテンツの放送時間帯の前後において投稿された投稿情報であっても
よい。このコンテンツの放送時間帯以外に投稿されたコンテンツについての投稿情報は、
ハッシュタグや関連キーワード、あるいはコンテンツＩＤ等に基づき、取得することがで
きる。
【００７６】
　なお、ハッシュタグとは、ツイッター（登録商標）において用いられる分類情報である
。ハッシュタグを含む投稿情報を投稿した場合、ハッシュタグを含む投稿情報と当該ハッ
シュタグを含まない他の投稿情報とを分類することができる。また、複数の投稿情報の中
からハッシュタグを含む投稿情報のみを検索する場合に、検索キーとして用いられる。
　なお、ハッシュタグを検索キーとする検索は、ハッシュタグが示す関連情報を投稿した
いというユーザの積極的な意思がある場合に有益である。
　例えば、投稿情報に含まれるキーワード検索を用いても、キーワードに関連する投稿情
報を検索することはできるが、このキーワードを含む文字列を投稿しなければ検索するこ
とができず、自由な文字列で投稿するための障害となる。また、投稿する文書とキーワー
ドとを同等に表記するならば、投稿する文書内容の理解をキーワードが邪魔するおそれが
ある。このため、キーワードを用いずに投稿情報同士を関連づける方法として、ハッシュ
タグが用いられる。
　このハッシュタグは、キーワードをアルファベットや漢字、ひらがな、カタカナ等で表
記した文字列の先頭にシャープ記号「♯」を付加した情報であって、前後にスペースを入
力するということ以外は、ユーザが自由に決定することができる。よって、キーワードと
なる文字列はユーザが決定することができ、あるユーザによって生成されることもある。
【００７７】
　また、本実施形態において、操作部１１１と表示部１１２は、タッチパネル１０１に含
まれる構成であると説明したが、本発明はこれに限られない。例えば、表示部１１２がタ
ッチセンサを搭載していないディスプレイであって、操作部１１１がマウスやキーボード
、ボタン等の操作手段であってもよい。
　また、投稿情報は、ミニブログやツイッター（登録商標）、あるいはブログに投稿され
る情報を含む。
【００７８】
　なお、本発明は上述の形態に限られず、解析結果に応じた録画コンテンツを自動で携帯
端末１に表示するものであってもよい。
　例えば、図１３を参照して説明したフローにおいて、ユーザが「おすすめコンテンツ」
を要求する操作を携帯端末１の操作部１１１を介して入力した場合、サーバ４から受信し
た解析結果を表示することなく、解析結果において投稿状況が盛り上がっていると判定さ
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れたコンテンツを表示部１１２に表示するようにしてもよい。ここで、投稿状況が盛り上
がっていると判定されたコンテンツが複数個ある場合、投稿者の属性に合わせて、最適な
コンテンツが選択されるものであってもよい。
　この場合、ユーザは、最近のトレンドや、投稿者の属性に応じたコンテンツの提供を受
けることができる。
【００７９】
　また、本発明は上述の形態に限られず、解析結果に応じて録画コンテンツのダイジェス
トを携帯端末１に表示するものであってもよい。
　図１３を参照して説明したフローのステップＳＴ４７において、再生するコンテンツが
指定された場合、当該コンテンツのうち、図９Ｂに示したように、「ニコニコマーク」が
対応付けられている放送時間帯のコンテンツを表示するようにしてもよい。つまり、携帯
端末１は、投稿状況が盛り上がっている再生位置のコンテンツのダイジェストを表示する
ことができる。
　これにより、ユーザは、録画コンテンツのうちの投稿状況の盛り上がっている部分だけ
をみることができる。つまり、盛り上がりに欠けるところを自動的に飛ばすことができる
。
【００８０】
　さらに、本実施の形態に係る情報処理システム、携帯端末１およびサーバ４は、内部に
コンピュータシステムを有している。そして、動作の各過程は、プログラムの形式でコン
ピュータ読み取り可能な記録媒体に記憶されており、このプログラムをコンピュータシス
テムが読み出して実行することによって、上記処理が行われる。ここでいう「コンピュー
タシステム」とは、ＣＰＵ及び各種メモリやＯＳ、周辺機器等のハードウェアを含むもの
である。
　また、「コンピュータシステム」は、ＷＷＷシステムを利用している場合であれば、ホ
ームページ提供環境（あるいは表示環境）も含むものとする。
【００８１】
　また、「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」とは、フレキシブルディスク、光磁気
ディスク、ＲＯＭ、フラッシュメモリ等の書き込み可能な不揮発性メモリ、ＣＤ－ＲＯＭ
等の可搬媒体、コンピュータシステムに内蔵されるハードディスク等の記憶装置のことを
いう。
【００８２】
　さらに「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」とは、インターネット等のネットワー
クや電話回線等の通信回線を介してプログラムが送信された場合のサーバやクライアント
となるコンピュータシステム内部の揮発性メモリ（例えばＤＲＡＭ（Dynamic Random Acc
ess Memory））のように、一定時間プログラムを保持しているものも含むものとする。
　また、上記プログラムは、このプログラムを記憶装置等に格納したコンピュータシステ
ムから、伝送媒体を介して、あるいは、伝送媒体中の伝送波により他のコンピュータシス
テムに伝送されてもよい。ここで、プログラムを伝送する「伝送媒体」は、インターネッ
ト等のネットワーク（通信網）や電話回線等の通信回線（通信線）のように情報を伝送す
る機能を有する媒体のことをいう。
　また、上記プログラムは、前述した機能の一部を実現するためのものであっても良い。
　さらに、前述した機能をコンピュータシステムに既に記録されているプログラムとの組
合せで実現できるもの、いわゆる差分ファイル（差分プログラム）であっても良い。
【００８３】
　この出願は、２０１２年３月８日に出願された日本出願特願２０１２－５２２３９号を
基礎とする優先権を主張し、その開示の全てをここに取り込む。
【産業上の利用可能性】
【００８４】
本発明によれば、既に放送されたコンテンツから、ユーザが、所望のコンテンツを簡単に
選ぶことができる。
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【符号の説明】
【００８５】
１…携帯端末
２…無線通信網
２Ａ…基地局
２Ｂ…交換機
３…インターネット
４…サーバ
５…テレビ局
６…送信アンテナ
７…記録メディア
８…外部機器
１０１…タッチパネル
１０２…制御部
１０３…記憶部
１０４…アンテナ
１０５…テレビ放送受信部
１０６…通信部
１０７…タイマー
１１１…操作部
１１２…表示部
１２１…操作内容判定部
１２２…出力制御部（表示制御部）
１２３…放送データ制御部
１２４…音信号処理部
１２５…登録部
１２６…投稿部
１２７…集計部
１２８…解析部
１３１…プログラム記憶領域
１３２…一時記憶領域
１３３…コンテンツ記憶領域
１３４…投稿情報記憶領域
４０１…操作部
４０２…通信部
４０３…記憶部
４０４…制御部
４０５…計時部
４０６…表示部
４３１…コンテンツ放送情報テーブル
４３２…ユーザ属性情報テーブル
４３３…投稿情報テーブル
４４１…登録部
４４２…集計部
４４３…判定部
４４４…検索部
４４５…出力制御部
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【国際調査報告】
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